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In recent years, low-valent germanium compounds have attracted great attention because of 

their unique physical properties and reactivities.1 We synthesized open-shell germylene 1 

bearing a phenalenyl-based ligand.2 X-ray crystallographic analysis, ESR spectra and 

theoretical calculations suggest that the spin density is distributed on the phenalenyl moiety of 

1. In contrast, 1 showed ambident reactivities both as a germanium-centered radical and 

carbon-centered radical. 

 

近年、低原子価ゲルマニウム化合物の合成が精力的に行われており、その物性や反応

性に注目が集まっている 1。今回われわれは、フェナレニル骨格が縮環した配位子を

用いて開殻ゲルミレン 1を合成した 2。ESR 測定、量子化学計算、炭素ラジカルに対

する反応性から 1 のスピン密度はフェナレニル上に分布していることが示唆された。

一方で、反応剤の種類によりゲルマニウム中心においてもラジカル的な反応性が見ら

れたことから 1 価ゲルマニウムとして反応性も有することを明らかにした。また、対

応するカチオン性ゲルミレンの合成と反応性についても併せて報告する。 
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